
I N F O R M A T I O N・ 伝言板

～安心してボランティア活動をするために～ ボランティア・市民活動災害共済のご案内

傷害給付 ボランティア活動中の事故によるケガの補償
（通院１日４,２００円・入院１日９,０００円）

賠償責任給付 ボランティア活動中の事故により第三者の身体または財物に対する
損害を与えた際の補償（５億円限度）

死亡見舞金 傷害給付の対象とならない事由で亡くなられた際に給付（１０万円）

お問い合わせ・加入申し込み先／最寄りの市区町社会福祉協議会のボランティアセンター
実施・運営主体／兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 TEL０７８-２４２-４６３４ FAX０７８-２４２-０２９７
取扱代理店／株式会社 兵庫福祉保険サービス TEL０７８-７３５-０１６６ FAX０７８-７３５-１８９０
引受保険会社／三井住友海上火災保険株式会社 TEL０７８-３３１-８５０２

500円

年間掛金
1名につき

※所定の申込書と掛金を受付した翌日から、平成３１年３月３１日
　までが加入期間となります。　※平成３０年度補償内容です。
※新年度の加入申し込みは、平成３０年３月から受付を開始します。

助成金情報 またはボランティア団体
助成額　1件上限100万円（事業費の4分の3

以内）
締切り　平成30年3月9日（金）必着
●問　●申　はぁ～とふるふぁんど事務局
　　　　（（株）神戸新聞事業社内）
　　　　TEL 078-362-8505
U R L　http://www.hyoyukyo.or.jp/

公益財団法人木口福祉財団
平成30年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、地域福祉の振興に関わる開
拓的・先駆的な事業に助成します。
対　象　障害者を支援する福祉活動やボラン

ティア活動に取り組み、平成29年度
に同財団の助成を受けていない団体

助成額　1件上限100万円（助成対象費用の
80%以内）　※総額4,500万円を
予定

申込期間　平成30年2月13日（火）～3月13日
（火）必着

●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

終末期ケア普及フォーラム
人生の締めくくりの「死のあり方」について共に
考えます。
日　程　平成30年3月8日（木）13:50～15:30
会　場　兵庫県民会館 けんみんホール
参加費　無料
締切り　平成30年2月9日（金）
●問　●申　一般社団法人兵庫県老人福祉事業
　　　　協会
　　　　TEL078-291-6822

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人中山視覚障害者福祉財団
事業助成金
対　象　兵庫県および県内の各市町に関わる

視覚障害者福祉関係団体、民間の視
覚障害者福祉等を目的とした非営利
法人・団体

助成額　1件5万円以上100万円以内（総額
300万円以内）

締切り　平成30年2月28日（水）消印有効
●問　●申　公益財団法人中山視覚障害者福祉
　　　　財団
　　　　TEL 078-271-6370
U R L　http://www.nakayama-zaidan.jp/

兵庫県遊技業協同組合
平成30年度はぁ～とふるふぁんど支援金
①地域ボランティア・福祉支援
「ボランティアあしすと」部門
県内のボランティア・福祉活動を行うNPO法
人や福祉ボランティア団体、青少年の健全育
成に関わる団体等が行う環境保全や被災者
支援、その他公益の目的と認められる事業等
を支援します。

②地域振興（町おこし）支援
「ふるさと振興サポート」部門
県内の地域振興（町おこし）活動をしている民
間団体やNPO法人、第3セクター等が行う、地
域社会の教育増進、地域のまちづくりの推進、
地域の文化、芸術、スポーツの振興を図る事業
等を支援します。

対　象　県内を主たる活動の場とし、5人以
上のグループで活動する地域の団体

3月

災害ボランティアコーディネーター
養成研修（応用編）　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
アセスメントスキル向上研修（高齢・
障害コース）◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツアー
（東播磨コース）　　　　　　　　
◆明石波の家福祉会・せいりょう園
県経営協 社会福祉法人経営に関
する意見交換会◆神戸市教育会館
生活支援コーディネーター情報
交換会◆あすてっぷＫＯＢＥ
福祉のオシゴトはじめてガイダンス
◆ハローワーク神戸
相談面接技術研修（初級・Ｂコース）
◆県社会福祉研修所
人事労務管理研修（人事編）　　
◆県社会福祉研修所
県内社協事務局長会議◆県福祉センター
市町・市区町社会福祉協議会連携
等会議◆県福祉センター
県経営協 第２回改正社会福祉法
フォローアップセミナー◆神戸メリ
ケンパークオリエンタルホテル
県地域包括・在宅介護支援セン
ター協議会 現任職員研修会　
◆県福祉センター
ひょうごボランタリー基金助成事業
報告会・ひょうごボランタリー地域
づくりネットワーク会議　　　　　
◆クリスタルホール
介護支援専門員施設職員版研修
（Ａコース）◆神戸ファッションマート
第２回福祉の就職総合フェアｉｎ　
ＨＹＯＧＯ◆神戸国際展示場２号館
福祉のオシゴトはじめてガイダンス
◆ハローワーク神戸
第６回ひょうご中間支援団体ネット
ワーク意見交換会　　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
介護支援専門員施設職員版研修
（Ｂコース）◆県立のじぎく会館
県社協 第２５２回理事会　　　　
◆県福祉センター
県社協 第１９３回評議員会　　　
◆県福祉センター

行事予定
2月

研修・イベント

兵庫県社会福祉研修所ホームページがリニューアル！
２月１日より、研修所のホームページがリニューアル
します。アドレスは次の通り変更となります。

兵庫県社会福祉研修所

●研修情報にアクセスしやすいよう検索機能を追加 ※
●ホームページから研修申し込みも可能に ※
●スマートフォンやタブレットにも対応
　※介護支援専門員関連の研修は除く

1日

5日

9日

14日・15日

19日

20日・21日

22日

23日
26日

28日

1日

1日・2日

10日

12日

13日

13日・14日

15日

28日

リニューアルポイント

https://hfkensyu.com/

丹波市
柏原八幡宮

2月は「はたちの
献血キャンペーン月間」だよ！

2月は「はたちの
献血キャンペーン月間」だよ！

P2

支え合いの地域づくりに向けて
～住民発の支え合い活動と
　生活支援コーディネーター～

特集

P9

P10

P12

地域福祉ホットニュース
もっと知ろう！障害者差別のないまちづくり

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

あなたのまちの社協ナビ

P8 みんなでつくるひょうごの福祉

合言葉は「いっしょに食べよう」
～「夕食」で街がつながる
　“さくらっこ食堂”の取り組み～

太子町社協
みんなが主役の地域づくり
～ふれあいサロンで、つながりづくり～
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明
石
市
西
部
の
清
水
ヶ
丘
自
治
会
（
約

４
４
０
世
帯
）
を
圏
域
に
活
動
す
る
同

会
は
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
活
動
か

ら
派
生
し
て
、
地
域
内
の
困
り
事
へ
の
支

援
を
展
開
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
だ
。

　
同
会
の
活
動
は
、
平
成
15
年
に
高
年

ク
ラ
ブ
の
集
団
回
収
活
動
が
中
断
し
た

際
、
定
年
を
迎
え
た
有
志
が
「
自
分
達

で
や
っ
て
み
よ
う
か
い
！
」
と
呼
び
掛
け

て
ス
タ
ー
ト
。
毎
週
月
・
木
曜
日
の
朝
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
身
を
包
ん

だ
メ
ン
バ
ー
が
、
地
域
内
を
リ
ヤ
カ
ー

で
巡
回
し
て
、
新
聞
紙
等
の
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
内
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も

増
加
し
て
お
り
、
自
宅
の
前
に
ご
み
が

出
て
い
な
い
高
齢
者
宅
が
あ
れ
ば
「
ど

う
し
た
ん
だ
ろ
う
」
と
様
子
を
気
遣
う
。

活
動
が
浸
透
す
る
中
で
、
メ
ン
バ
ー
の
も

と
に
入
っ
た
依
頼
に
応
じ
て
、
庭
木
の
剪

定
や
家
具
の
移
動
な
ど
生
活
上
の
困
り

事
へ
の
対
応
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
回
収
で
得
た
収
益
を
地
域
に
還

元
し
よ
う
と
、一人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

町
で
設
置
さ
れ
て
い
る（
図
表
1
）。
な
お
、

日
常
生
活
圏
域
の
協
議
体
は
、
市
町
内
の

全
て
の
地
区
で
設
置
さ
れ
て
い
る
例
は
少

な
く
、
各
地
区
で
の
設
置
に
向
け
た
働
き

掛
け
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
延
べ
2
1
5
名
配
置
さ
れ
て

い
る
（
市
町
域
と
日
常
生
活
圏
域
の
兼
務

も
含
む
）。
県
社
協
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
県
の「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
事
業
」
の
委
託
を
受
け
て
養
成
研
修

や
情
報
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
主
体
の
活
動
と
連
携
し
た

事
業
の
推
進
が
大
切

　
県
内
の
市
町
社
協
で
は
、
社
協
の
創

設
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
主
体
の

福
祉
活
動
を
開
発
・
推
進
し
て
き
た
。

　
社
協
の
法
人
化
を
契
機
に
、
福
祉
活

動
専
門
員
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
）

が
配
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
り
し
て

き
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
福
祉
の
専
門
職
は
、

住
民
主
体
の
小
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談

活
動
や
研
修
開
催
、
情
報
提
供
な
ど
を

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

国
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
目
指
す

べ
き
社
会
像
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

持
ち
、
支
え
合
う
こ
と
で
、
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
目
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、そ
の
地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
、

支
え
手
や
受
け
手
と
し
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
地
域
に
暮
ら

す
主
体
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
方
だ
。

　
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
人
も
、
地
域

で
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
場
や
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
県
内
各
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
主
体
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　兵庫県の高齢化率は、全国平均とほぼ同じで現在
27.5％である。全国では高齢化率が 60％に上る自治体
もあるが、県内の最高は佐用町の 39.3％となっている。
　団塊の世代全てが75歳以上となる2025年に向けて、
住み慣れた地域で暮らし続けるため、国や各自治体では
多様な施策を推進しているが、自治会などの小地域にお
いても住民主体のさまざまな支え合い活動が進められている。
　今回は、県内の各市町が進める「生活支援体制整備事業」の進捗状況や、多様に広がる
生活支援の取り組みに焦点を当てて、これからの地域づくりについて考えてみたい。

支え合いの
地域づくりに向けて
～住民発の支え合い活動と生活支援コーディネーター～

「
地
域
共
生
社
会
」と
そ
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

さ
せ
た
。

　
当
初
は
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
地

域
団
体
、
専
門
職
団
体
の
集
ま
り
に
積

極
的
に
出
向
き
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
重

視
し
て
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
づ

く
り
を
通
し
て
生
活
・
福
祉
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
も
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
社
会
資
源
を
把
握
す
る
た
め
、

公
民
館
な
ど
の
住
民
活
動
の
拠
点
や
一

人
暮
ら
し
世
帯
を
訪
れ
、
得
ら
れ
た
情

報
を
資
源
リ
ス
ト
や
支
え
合
い
活
動
事

例
集
な
ど
に
ま
と
め
た
。

　
社
会
資
源
を
把
握
し
て
い
く
過
程
で

は
、
地
域
の
人
の
知
恵
、
工
夫
や
、
特

段
意
識
し
な
い
で
行
っ
て
い
る
支
え
合
い

を
「
地
域
の
宝
物
」
と
し
て
、
自
治
会

福
祉
連
絡
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を

通
じ
て
探
っ
て
い
っ
た
。　

　
そ
の
他
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

講
演
会
の
開
催
や
広
報
紙
で
の
活
動
紹

介
な
ど
、
活
動
の
見
え
る
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
住
民
の
支
え
合
い
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

地
域
を
駆
け
る
！

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
、「
つ
な
ぐ
」こ
と
だ
が
、「
地
域
づ
く
り
」

や
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
総
合
的
に
「
つ
な
ぐ
」
専
門

職
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
関
係
者
同
士

を
つ
な
い
だ
り
、
活
動
者
や
住
民
に
必
要

な
情
報
を
つ
な
い
だ
り
、
支
援
を
要
す

る
人
に
支
え
合
い
活
動
を
つ
な
ぐ
。
そ
の

た
め
に
地
域
を
駆
け
て
い
る
様
子
が
事

例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地

域
へ
足
を
運
び
、
住
民
と
共
に
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
状
況

把
握
を
行
う
。
同
じ
市
内
・
町
内
で
も
、

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
住
民
に
よ
る

福
祉
活
動
の
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

て
は
、
市
か
ら
の
声
掛
け
も
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
・
社
協
・
社
会
福
祉
法

人
聖
徳
園
に
よ
り
協
議
が
始
ま
っ
た
。
丁

寧
に
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
誰
も
が
い
つ

で
も
立
ち
寄
れ
、
見
守
り
に
も
つ
な
ぎ
や

す
い
「
常
設
型
」
の
サ
ロ
ン
に
す
る
こ
と

や
、
人
通
り
の
多
い
立
地
で
の
開
設
、
い

ま
づ
聖
徳
園
と
の
協
働
の
在
り
方
も
検

討
し
、
試
験
運
営
を
重
ね
た
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る

活
動
を
丁
寧
に
検
討
し
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
が
、
サ
ロ
ン
の
に
ぎ
わ

い
や
見
守
り
の
機
能
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

県
内
の
状
況

　
平
成
27
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ

り
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
町
が
実
施

主
体
で
地
域
の
多
様
な
関
係
者
の
参
加
に

よ
り
、
高
齢
者
な
ど
が
生
き
生
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
考
え
る〝
協
議
の

場
（
協
議
体
）
づ
く
り
〞を
進
め
る
事
業

で
あ
る
。
こ
の
協
議
の
場
は
、地
域
の
ニ
ー

ズ
や
支
え
合
い
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域

に
必
要
な
支
え
合
い
活
動
な
ど
を
検
討
す

る
場
と
な
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
も
各
市
町
に
配
置
が
進
む
。

　
国
は
、
市
町
域
を
第
１
層
、
日
常
生
活

圏
域
を
第
２
層
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
第

２
層
は
中
学
校
区
と
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
圏
域
が
広
く
生
活
エ
リ
ア
と
直
結
し

な
い
た
め
、
県
内
で
は
小
学
校
区
や
自
治

会
域
な
ど
、
既
存
の
地
区
社
協
や
福
祉

委
員
会
等
の
圏
域
で
協
議
の
場
が
設
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
、
市
町
域
の
協
議
体
は
34
市

町
、
日
常
生
活
圏
域
の
協
議
体
は
23
市

清
水
ヶ
丘
や
っ
て
み
よ
う
会

事
例（
明
石
市
）

ふ
く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津

事
例（
西
宮
市
）

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

取
り
組
み

事
例（
宍
粟
市
）

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
防
災
備
品
の

購
入
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
始
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
今
で
は

75
歳
を
超
え
る
が
、
活
動
後
の
お
茶
と

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
互

い
の
健
康
を
気
に
掛
け
つ
つ
無
理
の
な
い

活
動
を
進
め
て
い
る
。
同
会
の
呼
び
掛

け
人
で
あ
る
自
治
会
長
の
武
久
榮一さ
ん

は
、「〝
あ
り
が
と
う
〞と
一
杯
の
お
茶
を

頂
き
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る

こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
」
と
話
す
。

活
動
者
・
利
用
者
・
地
域
づ
く
り

「
三
方
よ
し
」
の
取
り
組
み
へ

　
清
水
ヶ
丘
や
っ
て
み
よ
う
会
の
助
け
合

い
は
、
集
団
回
収
活
動
を
続
け
る
中
で

の
気
付
き
を
基
に
、
既
存
の
活
動
や
住

民
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
自
身
の
健
康
や
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
支
え
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
同
会
の
地
道
な
活
動
は
、

住
民
の
自
発
的
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
、

ま
さ
に
「
三
方
よ
し
」
の
取
り
組
み
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
自
治
会
圏
域
な
ど
の
小
地
域
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動

が
活
発
だ
。
そ
の
数
は
、
平
成
28
年
度

の
調
査
で
県
内
3
5
4
6
カ
所
に
上
る
。

10
年
前
と
比
べ
て
約
1.7
倍
、
15
年
前
と

の
比
較
で
は
約
3.6
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や
子
ど
も

食
堂
な
ど
新
た
な
形
態
の
集
い
の
場
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
住
民
の
つ
な
が
り
づ

く
り
や
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
の
場

の
ほ
か
、
地
域
見
守
り
活
動
、
近
所
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
助
け
合
い
、
病

院
等
へ
の
移
動
支
援
な
ど
、
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
住
民
同
士
の
支
え

合
い
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
か
ら
自
発
的
に
始
ま
っ
た
活
動

に
、
地
域
の
社
会
資
源
で
あ
る
社
会
福

行
い
、
地
域
福
祉
の
推
進
基
盤
づ
く
り

を
行
っ
て
き
た
。

　
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
は
、
住

民
主
体
の
福
祉
活
動
に
も
大
き
く
影
響

す
る
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
社
協
が

進
め
て
き
た
小
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
と
も
連
携
し
た
形
で

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
宍
粟
市
社
協
に
配
置
さ

れ
た
日
常
生
活
圏
域
（
第
２
層
）
の
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
宍
粟
市
は
、
人
口
が
約
３
万
７
千
人

で
7
つ
の
中
学
校
区
が
あ
る
。

　
市
社
協
で
は
、
以
前
か
ら
、
4
支
部

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、

住
民
が
地
域
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解

決
に
取
り
組
む
「
自
治
会
福
祉
連
絡
会
」

の
設
置
を
進
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
小

地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
な
専
門
職
と
し

て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
２
名

配
置
さ
れ
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト

住民が運営するサロンは気軽な雰囲気で、
おしゃべりにも花が咲く

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
て

祉
施
設
が
加
わ
り
、
住
民
の
支
え
合
い

活
動
を
協
働
で
進
め
る
取
り
組
み
も
出

て
き
て
い
る
。
常
設
型
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
西
宮
市
で
は
、
市
と
社
協
が
協
働
し

て
地
域
の
集
い
場
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
平
成
２９
年
７
月
、
市
内

南
部
の
今
津
地
区
に
、
地
域
活
動
者
が

い
ま
づ
聖
徳
園
と
協
働
で
運
営
す
る
「
ふ

く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津
」
が
市
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　
週
５
日
、
１０
時
〜
１６
時
に
オ
ー
プ
ン

し
、
喫
茶
と
安
価
な
軽
食
を
提
供
す
る
。

地
域
活
動
者
が
中
心
と
な
っ
て
日
々
の

運
営
に
携
わ
り
、
い
ま
づ
聖
徳
園
は
活

動
相
談
や
事
務
な
ど
側
面
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
サ
ロ
ン
内
は
、
常
に
地

域
住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
毎
日
来

る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
る
人
、
昼
食

を
食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
人
た
ち
、
病

院
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
帰
り
に
寄
る
人
、

通
り
掛
か
り
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

「
家
で
一
人
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も
つ

ま
ら
な
い
。
こ
こ
に
来
て
お
し
ゃ
べ
り
す

る
の
が
楽
し
い
」
と
集
っ
て
い
る
方
々

は
声
を
そ
ろ
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
お
し
ゃ
べ
り

の
中
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
専
門
機

関
に
つ
な
ぐ
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
に
は
社
協

の
地
区
担
当
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
い
ま
づ
聖
徳
園
の
職
員
が
顔
を
出

し
、
住
民
と
話
し
た
り
、
気
に
な
る
住
民

を
こ
の
サ
ロ
ン
に
つ
な
い
だ
り
す
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
上
村
孝
子
さ
ん
は
「
こ
こ

が
住
民
に
と
っ
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

〝
ほ
っ
と
〞で
き
る
場
所
に
し
た
い
。
地
区

内
の
地
域
活
動
と
よ
り
つ
な
が
り
を
持
ち

な
が
ら
活
動
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

住
民
に
と
っ
て一番
必
要
な
か
た
ち
は
何

か
と
模
索
し
な
が
ら
今
後
も
活
動
を
進

め
て
い
く
。

住
民
、
関
係
者
の
協
議
で
進
め
る

地
域
づ
く
り

　
ふ
く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津
の
開
設
に
向
け

し
っ
か
り
調
べ
て
み
る
と
、
実
に
多
様
な

助
け
合
い
や
住
民
の
つ
な
が
り
、
地
域
の

資
源
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
資
源
を
共
有
し
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
に
必
要
な
取

り
組
み
や
既
に
あ
る
活
動
の
良
さ
や
改

善
点
も
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
住

民
が
話
し
合
い
、
協
議
し
合
う
プ
ロ
セ

ス
を
大
切
に
し
て
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
影
響
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
出
て
き
て
い
る
。「
無
縁
社
会
」
の
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
家
族
や
地
域
の
つ

な
が
り
が
脆
弱
化
す
る
中
、
支
援
が
必

要
な
人
が
孤
立
し
が
ち
に
な
り
、
昨
今

の
孤
独
死
や
虐
待
な
ど
の
深
刻
な
社
会

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
対
策
と
し
て
、
各
自
治
体
で
は
地
方

創
生
や
地
域
共
生
社
会
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
移
住
や
人
口
増
、
地
域
福

祉
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
施

策
・
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
官
民

協
働
の
取
り
組
み
が
一
層
重
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
各
地
域
で
の
高
齢
者
の
増
加

は
、
地
域
の
中
で
活
動
で
き
る
人
が
増

え
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
社

会
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
も
協
働
し
な

が
ら
、
高
齢
者
な
ど
の
地
域
で
の
活
躍

の
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「〝
あ
り
が
と
う
〞の
言
葉
が
、
活
動
の

源
に
な
っ
て
い
る
」
と
事
例
の
取
材
で
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
の
誰
も
が
参

加
し
役
割
を
実
感
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
仕
組
み
や
考
え
方
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
お

い
て
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

地域とともに進める生活支援全県フォーラム
　県内の住民主体の福祉活動の事例を基に、今後の地
域づくりについて考えます。ぜひご参加ください。

日時　平成30年3月9日（金）13:30～16:30（予定）
会場　県立のじぎく会館 大ホール
講演　「これからの地域づくり～元気な地域活動を進める
　　　秘訣～」
講師　全国コミュニティライフサポートセンター理事長
　　　池田 昌弘 氏

図表１
協議体・生活支援コーディネーターの設置市町数・人数
（平成29年4月1日現在） 地

域
で
の
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」 人目を引くジャンパーを見て「健康のために体を

動かしたい」と新たに参加したメンバーも
自治会ごとに、住民と共に「地域の宝物」を探す

市町域
34市町

市町域
37市町
48名

日常生活圏域
23市町

日常生活圏域
33市町
167名

協議体

生活支援コーディネーター

2018 February3 2018 February 22018 February5 2018 February 4
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明
石
市
西
部
の
清
水
ヶ
丘
自
治
会
（
約

４
４
０
世
帯
）
を
圏
域
に
活
動
す
る
同

会
は
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
活
動
か

ら
派
生
し
て
、
地
域
内
の
困
り
事
へ
の
支

援
を
展
開
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
だ
。

　
同
会
の
活
動
は
、
平
成
15
年
に
高
年

ク
ラ
ブ
の
集
団
回
収
活
動
が
中
断
し
た

際
、
定
年
を
迎
え
た
有
志
が
「
自
分
達

で
や
っ
て
み
よ
う
か
い
！
」
と
呼
び
掛
け

て
ス
タ
ー
ト
。
毎
週
月
・
木
曜
日
の
朝
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
身
を
包
ん

だ
メ
ン
バ
ー
が
、
地
域
内
を
リ
ヤ
カ
ー

で
巡
回
し
て
、
新
聞
紙
等
の
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
内
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
も

増
加
し
て
お
り
、
自
宅
の
前
に
ご
み
が

出
て
い
な
い
高
齢
者
宅
が
あ
れ
ば
「
ど

う
し
た
ん
だ
ろ
う
」
と
様
子
を
気
遣
う
。

活
動
が
浸
透
す
る
中
で
、
メ
ン
バ
ー
の
も

と
に
入
っ
た
依
頼
に
応
じ
て
、
庭
木
の
剪

定
や
家
具
の
移
動
な
ど
生
活
上
の
困
り

事
へ
の
対
応
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
回
収
で
得
た
収
益
を
地
域
に
還

元
し
よ
う
と
、一人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

町
で
設
置
さ
れ
て
い
る（
図
表
1
）。
な
お
、

日
常
生
活
圏
域
の
協
議
体
は
、
市
町
内
の

全
て
の
地
区
で
設
置
さ
れ
て
い
る
例
は
少

な
く
、
各
地
区
で
の
設
置
に
向
け
た
働
き

掛
け
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
延
べ
2
1
5
名
配
置
さ
れ
て

い
る
（
市
町
域
と
日
常
生
活
圏
域
の
兼
務

も
含
む
）。
県
社
協
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
県
の「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
事
業
」
の
委
託
を
受
け
て
養
成
研
修

や
情
報
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
主
体
の
活
動
と
連
携
し
た

事
業
の
推
進
が
大
切

　
県
内
の
市
町
社
協
で
は
、
社
協
の
創

設
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
主
体
の

福
祉
活
動
を
開
発
・
推
進
し
て
き
た
。

　
社
協
の
法
人
化
を
契
機
に
、
福
祉
活

動
専
門
員
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
）

が
配
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
り
し
て

き
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
福
祉
の
専
門
職
は
、

住
民
主
体
の
小
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談

活
動
や
研
修
開
催
、
情
報
提
供
な
ど
を

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

国
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
目
指
す

べ
き
社
会
像
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

持
ち
、
支
え
合
う
こ
と
で
、
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
目
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、そ
の
地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
、

支
え
手
や
受
け
手
と
し
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
地
域
に
暮
ら

す
主
体
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
と

い
う
考
え
方
だ
。

　
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
人
も
、
地
域

で
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
場
や
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
県
内
各
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
主
体
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　兵庫県の高齢化率は、全国平均とほぼ同じで現在
27.5％である。全国では高齢化率が 60％に上る自治体
もあるが、県内の最高は佐用町の 39.3％となっている。
　団塊の世代全てが75歳以上となる2025年に向けて、
住み慣れた地域で暮らし続けるため、国や各自治体では
多様な施策を推進しているが、自治会などの小地域にお
いても住民主体のさまざまな支え合い活動が進められている。
　今回は、県内の各市町が進める「生活支援体制整備事業」の進捗状況や、多様に広がる
生活支援の取り組みに焦点を当てて、これからの地域づくりについて考えてみたい。

支え合いの
地域づくりに向けて
～住民発の支え合い活動と生活支援コーディネーター～

「
地
域
共
生
社
会
」と
そ
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

さ
せ
た
。

　
当
初
は
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
地

域
団
体
、
専
門
職
団
体
の
集
ま
り
に
積

極
的
に
出
向
き
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
重

視
し
て
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
づ

く
り
を
通
し
て
生
活
・
福
祉
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
も
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
社
会
資
源
を
把
握
す
る
た
め
、

公
民
館
な
ど
の
住
民
活
動
の
拠
点
や
一

人
暮
ら
し
世
帯
を
訪
れ
、
得
ら
れ
た
情

報
を
資
源
リ
ス
ト
や
支
え
合
い
活
動
事

例
集
な
ど
に
ま
と
め
た
。

　
社
会
資
源
を
把
握
し
て
い
く
過
程
で

は
、
地
域
の
人
の
知
恵
、
工
夫
や
、
特

段
意
識
し
な
い
で
行
っ
て
い
る
支
え
合
い

を
「
地
域
の
宝
物
」
と
し
て
、
自
治
会

福
祉
連
絡
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を

通
じ
て
探
っ
て
い
っ
た
。　

　
そ
の
他
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

講
演
会
の
開
催
や
広
報
紙
で
の
活
動
紹

介
な
ど
、
活
動
の
見
え
る
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
住
民
の
支
え
合
い
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

地
域
を
駆
け
る
！

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
、「
つ
な
ぐ
」こ
と
だ
が
、「
地
域
づ
く
り
」

や
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
総
合
的
に
「
つ
な
ぐ
」
専
門

職
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
関
係
者
同
士

を
つ
な
い
だ
り
、
活
動
者
や
住
民
に
必
要

な
情
報
を
つ
な
い
だ
り
、
支
援
を
要
す

る
人
に
支
え
合
い
活
動
を
つ
な
ぐ
。
そ
の

た
め
に
地
域
を
駆
け
て
い
る
様
子
が
事

例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地

域
へ
足
を
運
び
、
住
民
と
共
に
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
状
況

把
握
を
行
う
。
同
じ
市
内
・
町
内
で
も
、

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
住
民
に
よ
る

福
祉
活
動
の
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

て
は
、
市
か
ら
の
声
掛
け
も
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
・
社
協
・
社
会
福
祉
法

人
聖
徳
園
に
よ
り
協
議
が
始
ま
っ
た
。
丁

寧
に
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
誰
も
が
い
つ

で
も
立
ち
寄
れ
、
見
守
り
に
も
つ
な
ぎ
や

す
い
「
常
設
型
」
の
サ
ロ
ン
に
す
る
こ
と

や
、
人
通
り
の
多
い
立
地
で
の
開
設
、
い

ま
づ
聖
徳
園
と
の
協
働
の
在
り
方
も
検

討
し
、
試
験
運
営
を
重
ね
た
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る

活
動
を
丁
寧
に
検
討
し
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
が
、
サ
ロ
ン
の
に
ぎ
わ

い
や
見
守
り
の
機
能
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

県
内
の
状
況

　
平
成
27
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ

り
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
町
が
実
施

主
体
で
地
域
の
多
様
な
関
係
者
の
参
加
に

よ
り
、
高
齢
者
な
ど
が
生
き
生
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
考
え
る〝
協
議
の

場
（
協
議
体
）
づ
く
り
〞を
進
め
る
事
業

で
あ
る
。
こ
の
協
議
の
場
は
、地
域
の
ニ
ー

ズ
や
支
え
合
い
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域

に
必
要
な
支
え
合
い
活
動
な
ど
を
検
討
す

る
場
と
な
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
も
各
市
町
に
配
置
が
進
む
。

　
国
は
、
市
町
域
を
第
１
層
、
日
常
生
活

圏
域
を
第
２
層
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
第

２
層
は
中
学
校
区
と
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
圏
域
が
広
く
生
活
エ
リ
ア
と
直
結
し

な
い
た
め
、
県
内
で
は
小
学
校
区
や
自
治

会
域
な
ど
、
既
存
の
地
区
社
協
や
福
祉

委
員
会
等
の
圏
域
で
協
議
の
場
が
設
定
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
、
市
町
域
の
協
議
体
は
34
市

町
、
日
常
生
活
圏
域
の
協
議
体
は
23
市

清
水
ヶ
丘
や
っ
て
み
よ
う
会

事
例（
明
石
市
）

ふ
く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津

事
例（
西
宮
市
）

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

取
り
組
み

事
例（
宍
粟
市
）

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
防
災
備
品
の

購
入
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
始
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
今
で
は

75
歳
を
超
え
る
が
、
活
動
後
の
お
茶
と

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
互

い
の
健
康
を
気
に
掛
け
つ
つ
無
理
の
な
い

活
動
を
進
め
て
い
る
。
同
会
の
呼
び
掛

け
人
で
あ
る
自
治
会
長
の
武
久
榮一さ
ん

は
、「〝
あ
り
が
と
う
〞と
一
杯
の
お
茶
を

頂
き
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る

こ
と
が
何
よ
り
の
や
り
が
い
」
と
話
す
。

活
動
者
・
利
用
者
・
地
域
づ
く
り

「
三
方
よ
し
」
の
取
り
組
み
へ

　
清
水
ヶ
丘
や
っ
て
み
よ
う
会
の
助
け
合

い
は
、
集
団
回
収
活
動
を
続
け
る
中
で

の
気
付
き
を
基
に
、
既
存
の
活
動
や
住

民
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
自
身
の
健
康
や
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
支
え
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
同
会
の
地
道
な
活
動
は
、

住
民
の
自
発
的
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
、

ま
さ
に
「
三
方
よ
し
」
の
取
り
組
み
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
自
治
会
圏
域
な
ど
の
小
地
域
で
は
、

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
活
動

が
活
発
だ
。
そ
の
数
は
、
平
成
28
年
度

の
調
査
で
県
内
3
5
4
6
カ
所
に
上
る
。

10
年
前
と
比
べ
て
約
1.7
倍
、
15
年
前
と

の
比
較
で
は
約
3.6
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や
子
ど
も

食
堂
な
ど
新
た
な
形
態
の
集
い
の
場
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
住
民
の
つ
な
が
り
づ

く
り
や
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
の
場

の
ほ
か
、
地
域
見
守
り
活
動
、
近
所
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
助
け
合
い
、
病

院
等
へ
の
移
動
支
援
な
ど
、
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
住
民
同
士
の
支
え

合
い
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
か
ら
自
発
的
に
始
ま
っ
た
活
動

に
、
地
域
の
社
会
資
源
で
あ
る
社
会
福

行
い
、
地
域
福
祉
の
推
進
基
盤
づ
く
り

を
行
っ
て
き
た
。

　
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
は
、
住

民
主
体
の
福
祉
活
動
に
も
大
き
く
影
響

す
る
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
社
協
が

進
め
て
き
た
小
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
と
も
連
携
し
た
形
で

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
宍
粟
市
社
協
に
配
置
さ

れ
た
日
常
生
活
圏
域
（
第
２
層
）
の
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
宍
粟
市
は
、
人
口
が
約
３
万
７
千
人

で
7
つ
の
中
学
校
区
が
あ
る
。

　
市
社
協
で
は
、
以
前
か
ら
、
4
支
部

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、

住
民
が
地
域
課
題
を
発
見
し
、
課
題
解

決
に
取
り
組
む
「
自
治
会
福
祉
連
絡
会
」

の
設
置
を
進
め
る
な
ど
、
積
極
的
に
小

地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
新
た
な
専
門
職
と
し

て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
２
名

配
置
さ
れ
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト

住民が運営するサロンは気軽な雰囲気で、
おしゃべりにも花が咲く

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
て

祉
施
設
が
加
わ
り
、
住
民
の
支
え
合
い

活
動
を
協
働
で
進
め
る
取
り
組
み
も
出

て
き
て
い
る
。
常
設
型
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
西
宮
市
で
は
、
市
と
社
協
が
協
働
し

て
地
域
の
集
い
場
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
平
成
２９
年
７
月
、
市
内

南
部
の
今
津
地
区
に
、
地
域
活
動
者
が

い
ま
づ
聖
徳
園
と
協
働
で
運
営
す
る
「
ふ

く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津
」
が
市
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　
週
５
日
、
１０
時
〜
１６
時
に
オ
ー
プ
ン

し
、
喫
茶
と
安
価
な
軽
食
を
提
供
す
る
。

地
域
活
動
者
が
中
心
と
な
っ
て
日
々
の

運
営
に
携
わ
り
、
い
ま
づ
聖
徳
園
は
活

動
相
談
や
事
務
な
ど
側
面
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
サ
ロ
ン
内
は
、
常
に
地

域
住
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
毎
日
来

る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
る
人
、
昼
食

を
食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
人
た
ち
、
病

院
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
帰
り
に
寄
る
人
、

通
り
掛
か
り
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

「
家
で
一
人
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も
つ

ま
ら
な
い
。
こ
こ
に
来
て
お
し
ゃ
べ
り
す

る
の
が
楽
し
い
」
と
集
っ
て
い
る
方
々

は
声
を
そ
ろ
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
お
し
ゃ
べ
り

の
中
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
専
門
機

関
に
つ
な
ぐ
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
に
は
社
協

の
地
区
担
当
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
い
ま
づ
聖
徳
園
の
職
員
が
顔
を
出

し
、
住
民
と
話
し
た
り
、
気
に
な
る
住
民

を
こ
の
サ
ロ
ン
に
つ
な
い
だ
り
す
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
上
村
孝
子
さ
ん
は
「
こ
こ

が
住
民
に
と
っ
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

〝
ほ
っ
と
〞で
き
る
場
所
に
し
た
い
。
地
区

内
の
地
域
活
動
と
よ
り
つ
な
が
り
を
持
ち

な
が
ら
活
動
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

住
民
に
と
っ
て一番
必
要
な
か
た
ち
は
何

か
と
模
索
し
な
が
ら
今
後
も
活
動
を
進

め
て
い
く
。

住
民
、
関
係
者
の
協
議
で
進
め
る

地
域
づ
く
り

　
ふ
く
ふ
く
サ
ロ
ン
今
津
の
開
設
に
向
け

し
っ
か
り
調
べ
て
み
る
と
、
実
に
多
様
な

助
け
合
い
や
住
民
の
つ
な
が
り
、
地
域
の

資
源
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
資
源
を
共
有
し
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
に
必
要
な
取

り
組
み
や
既
に
あ
る
活
動
の
良
さ
や
改

善
点
も
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
住

民
が
話
し
合
い
、
協
議
し
合
う
プ
ロ
セ

ス
を
大
切
に
し
て
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
影
響
は
、

地
域
社
会
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
形

で
出
て
き
て
い
る
。「
無
縁
社
会
」
の
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
家
族
や
地
域
の
つ

な
が
り
が
脆
弱
化
す
る
中
、
支
援
が
必

要
な
人
が
孤
立
し
が
ち
に
な
り
、
昨
今

の
孤
独
死
や
虐
待
な
ど
の
深
刻
な
社
会

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
対
策
と
し
て
、
各
自
治
体
で
は
地
方

創
生
や
地
域
共
生
社
会
な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
移
住
や
人
口
増
、
地
域
福

祉
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
施

策
・
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
官
民

協
働
の
取
り
組
み
が
一
層
重
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
各
地
域
で
の
高
齢
者
の
増
加

は
、
地
域
の
中
で
活
動
で
き
る
人
が
増

え
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
社

会
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
も
協
働
し
な

が
ら
、
高
齢
者
な
ど
の
地
域
で
の
活
躍

の
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
「〝
あ
り
が
と
う
〞の
言
葉
が
、
活
動
の

源
に
な
っ
て
い
る
」
と
事
例
の
取
材
で
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
の
誰
も
が
参

加
し
役
割
を
実
感
で
き
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
仕
組
み
や
考
え
方
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
お

い
て
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

地域とともに進める生活支援全県フォーラム
　県内の住民主体の福祉活動の事例を基に、今後の地
域づくりについて考えます。ぜひご参加ください。

日時　平成30年3月9日（金）13:30～16:30（予定）
会場　県立のじぎく会館 大ホール
講演　「これからの地域づくり～元気な地域活動を進める
　　　秘訣～」
講師　全国コミュニティライフサポートセンター理事長
　　　池田 昌弘 氏

図表１
協議体・生活支援コーディネーターの設置市町数・人数
（平成29年4月1日現在） 地

域
で
の
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」 人目を引くジャンパーを見て「健康のために体を

動かしたい」と新たに参加したメンバーも
自治会ごとに、住民と共に「地域の宝物」を探す

市町域
34市町

市町域
37市町
48名

日常生活圏域
23市町

日常生活圏域
33市町
167名

協議体

生活支援コーディネーター
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「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

　佐用町では、12月3日に「佐用町地域福祉研修会」
を開催し、住民や福祉関係者ら約150名が参加しまし
た。基調講演では「子どもから高齢者まで生きがいと
助け合いのある地域づくり」と題して、（公財）さわやか
福祉財団の新地域支援事業担当リーダー 森 孝則 氏
からどのように支え合いを広めていくか、他市町の事
例を交えてお話しいただきました。
　誰もが住み慣れた地域で安心して生活していける
よう、住民同士がまずは話し合う場を持ち、一人一人
が地域でできることを考える機会となりました。

　赤穂市では、12月9日に「障がい者週間　ともに考
える市民のつどい」を開催し、市民ら約200名が参加
しました。ＮＨＫ手話ニュースキャスターの中野佐世子
氏による記念講演では、障害について知ること、想像
力を持つことの大切さが語られ、事例を交えた講演
に参加者はうなずき、真剣にメモを取る様子も見られ
ました。 
　また、市内の小学生・中学生・高校生以上の３部門
から募集した福祉作文の入賞者の表彰・発表や、市内
の障害者施設等による授産品の展示・即売会も行わ
れ、障害について考える一日となりました。

地域で支え合いを広げよう 私たちができることを考える

ＴＯＰＩＣＳ

県内各地で多くの方の参加を得て、地域フォーラムが開催されています

　各サロンの活動内容は、地域によってさまざまで、会
食型、レクリエーション型、体操教室型などがあるが、住
民同士で気軽に集える交流の場づくりが基本となる。
　例えば、老人会、子ども会、自治会の三世代が集まる
サロンでは、椅子に座ったままでできる遊びなどをみ
んなで取り組む。子ども達が全身を使って挑戦する様
子を見て、年齢の垣根を超えた笑い声に会場が包まれ
る。また別の地域では、毎回「いきいき百歳体操」の後
にサロンを行っているところもあり、健康づくりとレク
リエーションとを組み合わせることで、多くの参加者が
集まるようになったという。
　町社協では、気軽な“お
茶飲み”を基本に、「でき
る人ができることを楽し
みながら」無理なく活動が
継続できるよう、職員が定
期的にサロンを訪問しな
がら、活動の側面的な支
援を進めている。「支える・
支えられる」の関係を超え
た「みんなが主役」の地域
づくりに向けて、今日もど
こかでにぎやかにサロン
が開催されている。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

太子町社会福祉協議会
☎079-276-4111
太子町社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

誰もが主役の交流の場づくり
　同町では、ほとんどの自治会で「ふれあいサロン」
が取り組まれている。歩いて通える距離の公民館等
を拠点として地域の状況に応じた多様な活動が展開
されている。担い手も地域によって異なり、自治会役
員や老人クラブのメンバー、民生委員・児童委員など
さまざまである。
　町社協では、約20年前から職員が地域を回って小
地域福祉活動の推進を呼び掛けながら、住民の自発
性を尊重した支援を展開してきた。毎年、サロンス
タッフを対象とした「ふれあいサロン活動研修会」を
開催するほか、「ふれあいサロンのすすめ」を発行し
ている。研修会では、サロン運営の基礎知識に加え、
各地域で取り組まれている活動を一覧にして掲載し
ており、他の地域の活動を参考にできるように工夫
されている。また、レクリエー
ション用品の貸し出しのほか、
ふれあいサロン協力ボラン
ティアや町の出前講座の紹介
など、みんなが楽しめる活動
を自分達で選べるよう、多様
な情報を提供している。

　「地域共生社会づくり」に向けた
政策が進められる中で、身近な圏域
でのサロンのような住民活動は今
後ますます重要になってきます。住
民に寄り添いながら、「福祉でまち
づくり」を進める社協の役割に期待
が高まります。

　太子町社協では、住民の支え合いによる「互助」を進めていくため、「み
んなが主役　地域で支える福祉の和」を福祉目標に掲げ、小地域福祉活
動、在宅福祉活動、まちの子育てひろば事業、障がい者福祉事業、介護保
険事業などを展開しています。特に「ふれあいサロン」は、例年、自治会長や
ふれあいサロン協力者を対象とした研修会を開催するなど、住民主体によ
る活動の支援に向け、社協の第１重点目標として力を入れております。
　今後も、住み慣れた地域で安全安心に暮らせる地域づくりを住民と
協働で実施しながら、信頼される社協活動を進めていきます。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 太子町社会福祉協議会 会長　釣田　孝三

「みんなが楽しめる活動」を支援

　太子町は、近隣市町のベッドタウンとして子育て世帯が多い一方で、高齢化率が高まってきている。地域コミュニティ
のつながりの希薄化が懸念される中、太子町社協では、地域における助け合いの関係づくりに向けて、自治会域での
「ふれあいサロン」をはじめとした、小地域福祉活動を積極的に支援している。

みんなが主役の地域づくり
～ふれあいサロンで、つながりづくり～

　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン協賛事業として、下記11市町において地域フォーラムが開催されて
おり、支え合い社会へ向けた理解・協力の輪が広がっています。今回は、佐用町と赤穂市の様子をお伝えします。

開催地

篠山市

宍粟市

宝塚市

高砂市

西脇市

佐用町

赤穂市

三田市

芦屋市

新温泉町

伊丹市

開催日

7月6日

9月2日

11月8日

11月12日

11月25日

12月3日

12月9日

1月27日

2月3日

3月4日

3月16日

参加者数

270名

300名

320名

2,500名

2,700名

150名

200名

ー

ー

ー

ー

事業名

第18回　篠山市社会福祉大会

支え合いの地域づくり講演会

地域のつながり・ささえあいを考えるフォーラム

第27回　みんなの社協フェア

いきいきふれ愛まつり

佐用町地域福祉研修会

障がい者週間　ともに考える市民のつどい

平成29年度　三田市社会福祉大会

ストップ・ザ・無縁社会　地域フォーラム

福祉講演会

地域見守りフォーラム

研修会の資料では
各サロンの
概要を紹介

同町のサロンでは男
性の参加者も目立つ
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依存症対策に関する専門相談窓口を開設！
　1月4日、兵庫県と神戸市は、依存症患者とそ
の家族らへの包括的な支援を行うため、県精神
保健福祉センター内に共同で「ひょうご・こうべ
依存症対策センター」を開設した。
　同センターでは、アルコール、薬物、ギャンブル
等の依存症に関する相談対応のほか、支援者の
育成や依存症患者の家族への支援、関係機関に
よるネットワークづくり、啓発などに取り組む。
　相談に関する専用ダイヤル等は次の通りで、
県と市の専門の相談員が対応する。

地域福祉ホットニュース 県内の新しい取り組みや
イチオシ情報を紹介します。

高校生向けの「ボランティアラリー」で、まず体験！

　朝来市社協では、市内に在住・通学する高校
生を対象にした「ボランティアラリー」を新たに
開始。ボランティア活動体験を通じて、人との関
わりや地域とのつながりを実感してもらい、継
続したボランティア活動を行うきっかけづくり
にしたいと企画した。スタンプラリーの要領で
楽しみながら体験が続けられるよう工夫し、高
齢者への配食や障害者とのレクリエーション活
動、ボランティア体験談を周りの人にPRする活
動など、多様なメニューを用意している。12月
から３月にかけて、現在も参加者を募集。ホーム
ページ、ＬＩＮＥ、電話で申し込みを受け付けて
いる。
（TEL:079-677-2702
URL:http://www.
asagoshakyo.jp/）

朝来市兵庫県・神戸市

手作りの紙すき絵手紙を災害被災地の
障害者施設に送る活動にも取り組んだ

専用電話番号：♯７３３０（なやみ　され）
または、０７８-２５１-５５１５

電話受付曜日　火曜～金曜
（祝日、年末年始除く）

受付時間　9：30～11：30、13：00～15：30
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持
っ
た
拠
点
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、実

行
委
員
長
で
主
任
児
童
委
員
の
大
池
津
由

美
さ
ん
の
、子
ど
も
た
ち
を
長
年
見
守
っ

て
き
た
経
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
※
）構
成
団
体：桜
台
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、主

任
児
童
委
員
、伊
丹
市
雇
用
福
祉
事
業
団
、伊
丹
市
教
育

委
員
会
事
務
局
、伊
丹
市
、伊
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
構
想
段
階
か
ら
、食
堂
の
企
画
や
運
営
は

実
行
委
員
会
で
協
議
し
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
き
た
。そ
の
た
め
、実
行
委
員
が
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
域
に
浸
透
し
、当
初
１

０
０
名
前
後
だ
っ
た
参
加
者
も
、今
で
は
多

い
と
き
に
は
２
０
０
名
を
超
え
る
。活
動
が

始
ま
っ
て
１
年
半
、住
民
か
ら
食
材
提
供
の

申
し
出
が
あ
る
ほ
か
、調
理・配
膳
に
協
力

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
る
な
ど
地
域

　
夕
方
、地
域
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

続　
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
。

こ
の
日
は
、月
に
１
度
開
催
さ
れ
る「
さ

く
ら
っ
こ
食
堂
」の
開
催
日
で
、子
ど
も

と
保
護
者
、高
齢
者
な
ど
約
1
4
0
名
が

集
ま
っ
た
。食
堂
に
は
、温
か
い
食
事
を

口
に
し
た
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な

声
が
響
き
、高
齢
の
参
加
者
は
孫
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
と
に
こ
や
か
に
テ
ー
ブ

ル
を
囲
む
。

　
さ
く
ら
っ
こ
食
堂
は
、「
子
ど
も
の
孤

食
」「
孤
立
し
が
ち
な
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
」「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
利
用

率
の
低
下
」と
い
う
地
域
の
課
題
に
対
し

て
、「
夕
食
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
解
決

策
を
模
索
す
る
中
、平
成
28
年
に
誕
生
し

た
地
域
の
拠
点
だ
。

　
全
国
各
地
で
広
が
る
子
ど
も
食
堂
は
、

生
活
困
窮
世
帯
を
対
象
に
運
営
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、桜
台
小
学
校
区
で

は
構
想
段
階
か
ら「
さ
く
ら
っ
こ
食
堂
実

行
委
員
会
」（
※
）で
協
議
を
重
ね
、地
域
の

つ
な
が
り
を
重
視
し
て
、子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で〝
誰
で
も
一
緒
に
〞受
け
入
れ

る
空
間
と
し
た
。開
か
れ
た
雰
囲
気
を

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、食
堂
の
開
催
に
合
わ
せ
て
学
習

教
室
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、大
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
勉
強

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
様
子
も
定
着
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、さ
く
ら
っ
こ
食
堂
は
、子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
く
安
心
で
き
る

居
場
所
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
桜
台
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

と
い
う
想
い
を
持
つ
大
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
と
っ
て
も
、今
や
地
域
活
動
の
動
機
や

活
性
化
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
桜
台
小
学
校
区
で
は
、さ
く

ら
っ
こ
食
堂
の
取
り
組
み
に
よ
り
、新
た

な
人
と
人
の
つ
な
が
り・支
え
合
い
が
生

み
出
さ
れ
て
い
く
。

誰
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
る・

開
か
れ
た
場
所
と
し
て

食
堂
を
拠
点
に
、地
域
に
生
ま
れ
る

〝
新
し
い
つ
な
が
り
〞

　県内各地でも「子ども食堂」の取り組みが広がって
いるよ。子どもも高齢者も、地域の誰もが一緒に食事
をすることができる憩いの場所、伊丹市の桜台小学校
区の「さくらっこ食堂」の活動を紹介するよ。

取材を終えて
　「子どもたちには色々な体験をさせたい。楽し
い思い出はいつまでも残るから」と優しく語る大
池さん。その言葉を聞き「さくらっこ食堂」は子ど
もを包む居場所であり、将来の地域づくりへの願
いを込めた拠点であることを感じました。

合言葉は「いっしょに食べよう」
～「夕食」で街がつながる “さくらっこ食堂”の取り組み～

さくらっこ食堂実行委員会
（事務局）伊丹市社会福祉協議会

TEL：072-785-0860

みんなで一緒に食べたら、おいしくてあったかい！

学習教室では、大学生ボランティアが子どもたちをサポート

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

々

もっと知ろう！障害者差別のないまちづくり

　最近、「意思決定支援」という言葉を随所で聞くよう
になりました。また、障害者基本法（第23条）や障害者
総合支援法（第42条ほか）で明文化されたことからも、
近年の障害者施策においてとても大事な視点であるこ
とが分かります。
　2005年意思能力法（イギリス）では、能力を欠くと
“立証”されない限り、全ての人に意思があると推定す
べきこと、この立証にはあらゆる支援を試行した上でな
されるべきであること、その上で本人に代わり意思決定
を行う場合でも本人の最善の利益（ベストインタレス
ト）となるよう配慮すべきことなどが意思決定支援の
基本原則として掲げられています。つまり「あきらめな
い」ことがより強調されるなど、これまでの流れとは一
線を画するものであると言えます。

「意思決定支援」をあきらめない 　意思決定支援の根底にあるものは、言うまでもなく
その人自身の尊重であり、人権の最も重要なものです。
私たち一人一人が大事にすべきことは、「全ての人は必
ず意思があり、また、自分で決めることができる」とい
う信念です。この信念に基づいて、これまでの関わりや
支援を見直してみると、新たな可能性を発見できるかも
しれません。
　さらに言えば、これは障害者支援の領域にとどまら
ず、認知症高齢者や
児童の支援にも共
通するものであり、
互いの人権を尊重
する心豊かなまち
づくりに欠かせない
視点であると思い
ます。
 

関西福祉大学社会福祉学部
教授　谷口泰司



地
域
公
益
活
動
の
推
進
に
向
け
て
、

多
様
な
主
体
と
の
協
働
を
確
認

若
年
性
認
知
症
の
本
人・家
族・

支
援
者
が一堂
に
会
す
る

法人と社協の立場から地域づくりに向けて語る

　
1
月
6
日
、A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
神
戸
に
お
い
て
、「
平
成
30
年
新

年
福
祉
の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
、県
内

の
市
町
社
協
、社
会
福
祉
施
設
、民
生
委

員・児
童
委
員
、関
係
団
体
等
の
福
祉
関

係
者
ら
約
4
1
0
名
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鬼
一
薫
氏
の
華
や

か
な
歌
声
に
よ
る
幕
開
け
の
後
、主
催

者
を
代
表
し
、吉
本
知
之
県
社
協
会
長

が「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、地

域
で
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
や
、社

会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
に
よ
る
地
域

公
益
活
動
な
ど
、地
域
の
課
題・ニ
ー
ズ

を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
協
働
し
て
進

め
よ
う
」と
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
、来
賓
の
井
戸
敏
三
県
知
事
よ

り
、「
県
政
1
5
0
周
年
の
節
目
を
新
し

い
兵
庫
づ
く
り
の
契
機
と
し
、多
様
な

生
き
方・働
き
方
に
対
応
し
、誰
も
が
生

き
が
い
を
持
て
る
社
会
づ
く
り
、人
づ
く

り
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」と

新
年
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催

寄
付・寄
贈
の
お
礼

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、黒
川
治
県
議
会
議
長
よ
り
、

「
地
域
創
生
の
前
進
に
向
け
、議
会
と
し

て
も
政
策
提
言
に
取
り
組
み
、県
内
の

福
祉
向
上
の
た
め
、皆
さ
ま
と
一緒
に
頑

張
り
た
い
」と
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
参
加
者
は
懇
親
を
深
め
つ
つ
、連
携・

協
働
し
て
兵
庫
県
の
福
祉
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　　
12
月
5
日
、神
戸
元
町
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
か
ら
九
州
北
部

豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、約

18
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、吉
本
会
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
寄
付
金
は
、福
岡
県
の
朝
倉
市
社
協

に
お
い
て
災
害
救
援・復
興
支
援
活
動

に
役
立
て
ら
れ
る
。

　
12
月
7
日
、関
西
遊
技
機
商
業
協
同

組
合
か
ら
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
車
椅
子
8
台
が
寄
贈
さ
れ
た
。車
椅

子
は
、県
社
協
を
通
じ
て
県
内
の
7
市

町
社
協
に
寄
贈
さ
れ
、住
民
へ
の
貸
し

出
し
や
福
祉
学
習
、在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　
12
月
21
日
、新
生
兵
庫
友
の
会（
県
職

員
Ｏ
Ｂ
の
会
）よ
り
、県
社
協
に
15
万
円

が
寄
付
さ
れ
た
。

　
寄
付
金
は
、県
社
協
2
0
2
0
年
計

画
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
12
月
14
日
、生
命
保
険
協
会
兵
庫
県

協
会
か
ら
福
祉
巡
回
車
と
車
椅
子
、寄

付
金
約
75
万
円
が
寄
贈
さ
れ
、県
内
社

協
を
代
表
し
て
吉
本
会
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

　
福
祉
巡
回
車
は
神
戸
市
垂
水
区
と
三

田
市
の
社
協
に
1
台
ず
つ
、車
椅
子
は

県
内
11
市
町
社
協
に
計
16
台
が
贈
ら

れ
、地
域
福
祉
活
動
や
生
活
支
援
に
役

立
て
ら
れ
る
。ま
た
、寄
付
金
で
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
用
ベ
ス

ト・ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
作
成
し
、災

害
救
援
活
動
等

に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　

12
月
7
日
、県
社
会
福
祉
法
人
経
営

者
協
議
会
は「
法
人
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」を
神
戸
市
内
で
開
催
し
、1
3
0

名
が
参
加
し
た
。本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

「
地
域
公
益
活
動
の
推
進
」。婦
木
会
長

は
、「
社
会
福
祉
法
人
が
地
域
公
益
活
動

を
通
じ
て
、市
区
町
社
協
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深

め
た
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
」と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
「『
我
が
事・丸
ご
と
』の
地
域
づ
く
り

と
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活
動
」

と
題
し
た
鼎
談
で
は
、（
社
福
）青
山
里

会
の
西
元
幸
雄
氏（
写
真
上
）、吹
田
市

社
協
の
広
田
倫
久
氏（
写
真
下
）、県
経

営
協
副
会
長
の
谷
村
誠
が
登
壇
し
た
。

鼎
談
で
は
、改
め
て
社
会
福
祉
法
人
が

地
域
公
益
活
動
に
取
り
組
む
意
義
を
確

認
し
た
上
で
、市
区
町
域
で
の
多
様
な

主
体
に
よ
る
連
携・協
働
に
向
け
た
社

協
の
役
割
や
社
会
福
祉
法
人
に
期
待
さ

れ
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
た
。

　
そ
の
後
の「
地
域
公
益
活
動
実
践
発

表
会
」で
は
、単
一
法
人
で
の
活
動
事
例

と
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
の
事
例

な
ど
4
つ
の
実
践
発
表
が
あ
っ
た
。い
ず

れ
の
取
り
組
み
も
、地
域
の
生
活・福
祉

課
題
を
把
握
し
な
が
ら
法
人
の
経
営
資

源
を
生
か
し
た
内
容
で
、参
加
者
か
ら

は「
今
後
の
実
践
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
」と

の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
12
月
24
日
、県
内
の
若
年
性
認
知
症

の
家
族
会
・
サ
ロ
ン
に
通
う
本
人
や
家

族
、支
援
関
係
者
ら
約
１
２
０
名
が
県

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、「
若
年
性
認
知

症
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。本

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、県
内
で
活
動
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
や
支
援
者

が
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
若
年
性

認
知
症
の
方
が
抱
え
る
想
い
な
ど
を
語

り
合
い
、つ
な
が
り
合
う
場
と
し
た
。

　
午
前
の
メ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、東

京
都
町
田
市
で
次
世
代
型
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス「
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ　
Ｂ
Ｌ
Ｇ
！
」を
運
営

し
て
い
る
前
田
隆
行
氏
を
お
招
き
し
、

認
知
症
の
方
が
介
護
さ
れ
る
だ
け
の

「
利
用
者
」で
は
な
く
、自
ら
が
主
役
と

な
っ
て「
生
活
者
」と
し
て
就
労
や
地
域

活
動
を
行
っ
て
い
る
実
践
を
学
ん
だ
。

　
午
後
か
ら
は
、大
阪
大
学
大
学
院
の

山
川
み
や
え
准
教
授
に
よ
る
進
行
で
、

若
年
性
認
知
症
当
事
者
グ
ル
ー
プ

「
ひ
ょ
う
ご
の
会
」の
メ
ン
バ
ー
が「
働

き
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
」

「
理
解
し
合
え
る
人
と
つ
な
が
る
大
切

さ
」な
ど
の
想
い
を
発
信
し
た
。

　

12
月
16
日
、神
戸
市
内
で
近
畿
地
域

福
祉
学
会
大
会
が
開
催
さ
れ
、近
畿
各

地
か
ら
社
協
職
員
や
研
究
者
ら
約

1
8
5
名
が
参
加
し
た
。本
年
度
の
テ
ー

マ
は
、「
地
域
福
祉
の『
政
策
化
』の
時
代

に
お
け
る
住
民
自
治
と
ま
ち
づ
く
り
」。

　
午
前
中
は
、住
民
や
専
門
職
に
よ
る

地
域
づ
く
り
や
社
会
的
孤
立
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
等
、計
12
題
の
研
究・実
践
が
報

告
さ
れ
た
。

　
午
後
は
、N
P
O
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代

表
理
事
の
藤
田
孝
典
氏
か
ら「
全
世
代
に

広
が
る
貧
困
と
対
抗
す
る
地
域
福
祉
へ
」

と
題
す
る
課
題
提
起
が
あ
り
、こ
れ
を
受

け
る
形
で
、行
政
、当
事
者・住
民
、社
協
の

各
分
野
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
実
践
報
告
を
行
な
っ
た
。

　
国
で
は
、「
我
が
事・丸
ご
と
」の
地
域

福
祉
推
進
の
理
念
を
法
規
定
し
て
い
る

が
、反
面
、公
的
責
任
の
後
退
等
も
懸
念

さ
れ
て
お
り
、今
大
会
は
、地
域
共
生
社

会
の
実
体
化
、住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
生
活・福
祉

課
題
の
解
決
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。

近
畿
地
域
福
祉
学
会
大
会
に

実
践
者
と
研
究
者
が
集
う

ひょうごの福祉

2018 February11 2018 February 10

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N・ 伝言板

～安心してボランティア活動をするために～ ボランティア・市民活動災害共済のご案内

傷害給付 ボランティア活動中の事故によるケガの補償
（通院１日４,２００円・入院１日９,０００円）

賠償責任給付 ボランティア活動中の事故により第三者の身体または財物に対する
損害を与えた際の補償（５億円限度）

死亡見舞金 傷害給付の対象とならない事由で亡くなられた際に給付（１０万円）

お問い合わせ・加入申し込み先／最寄りの市区町社会福祉協議会のボランティアセンター
実施・運営主体／兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 TEL０７８-２４２-４６３４ FAX０７８-２４２-０２９７
取扱代理店／株式会社 兵庫福祉保険サービス TEL０７８-７３５-０１６６ FAX０７８-７３５-１８９０
引受保険会社／三井住友海上火災保険株式会社 TEL０７８-３３１-８５０２

500円

年間掛金
1名につき

※所定の申込書と掛金を受付した翌日から、平成３１年３月３１日
　までが加入期間となります。　※平成３０年度補償内容です。
※新年度の加入申し込みは、平成３０年３月から受付を開始します。

助成金情報 またはボランティア団体
助成額　1件上限100万円（事業費の4分の3

以内）
締切り　平成30年3月9日（金）必着
●問　●申　はぁ～とふるふぁんど事務局
　　　　（（株）神戸新聞事業社内）
　　　　TEL 078-362-8505
U R L　http://www.hyoyukyo.or.jp/

公益財団法人木口福祉財団
平成30年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、地域福祉の振興に関わる開
拓的・先駆的な事業に助成します。
対　象　障害者を支援する福祉活動やボラン

ティア活動に取り組み、平成29年度
に同財団の助成を受けていない団体

助成額　1件上限100万円（助成対象費用の
80%以内）　※総額4,500万円を
予定

申込期間　平成30年2月13日（火）～3月13日
（火）必着

●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

終末期ケア普及フォーラム
人生の締めくくりの「死のあり方」について共に
考えます。
日　程　平成30年3月8日（木）13:50～15:30
会　場　兵庫県民会館 けんみんホール
参加費　無料
締切り　平成30年2月9日（金）
●問　●申　一般社団法人兵庫県老人福祉事業
　　　　協会
　　　　TEL078-291-6822

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人中山視覚障害者福祉財団
事業助成金
対　象　兵庫県および県内の各市町に関わる

視覚障害者福祉関係団体、民間の視
覚障害者福祉等を目的とした非営利
法人・団体

助成額　1件5万円以上100万円以内（総額
300万円以内）

締切り　平成30年2月28日（水）消印有効
●問　●申　公益財団法人中山視覚障害者福祉
　　　　財団
　　　　TEL 078-271-6370
U R L　http://www.nakayama-zaidan.jp/

兵庫県遊技業協同組合
平成30年度はぁ～とふるふぁんど支援金
①地域ボランティア・福祉支援
「ボランティアあしすと」部門
県内のボランティア・福祉活動を行うNPO法
人や福祉ボランティア団体、青少年の健全育
成に関わる団体等が行う環境保全や被災者
支援、その他公益の目的と認められる事業等
を支援します。

②地域振興（町おこし）支援
「ふるさと振興サポート」部門
県内の地域振興（町おこし）活動をしている民
間団体やNPO法人、第3セクター等が行う、地
域社会の教育増進、地域のまちづくりの推進、
地域の文化、芸術、スポーツの振興を図る事業
等を支援します。

対　象　県内を主たる活動の場とし、5人以
上のグループで活動する地域の団体

3月

災害ボランティアコーディネーター
養成研修（応用編）　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
アセスメントスキル向上研修（高齢・
障害コース）◆県社会福祉研修所
福祉のしごと職場見学バスツアー
（東播磨コース）　　　　　　　　
◆明石波の家福祉会・せいりょう園
県経営協 社会福祉法人経営に関
する意見交換会◆神戸市教育会館
生活支援コーディネーター情報
交換会◆あすてっぷＫＯＢＥ
福祉のオシゴトはじめてガイダンス
◆ハローワーク神戸
相談面接技術研修（初級・Ｂコース）
◆県社会福祉研修所
人事労務管理研修（人事編）　　
◆県社会福祉研修所
県内社協事務局長会議◆県福祉センター
市町・市区町社会福祉協議会連携
等会議◆県福祉センター
県経営協 第２回改正社会福祉法
フォローアップセミナー◆神戸メリ
ケンパークオリエンタルホテル
県地域包括・在宅介護支援セン
ター協議会 現任職員研修会　
◆県福祉センター
ひょうごボランタリー基金助成事業
報告会・ひょうごボランタリー地域
づくりネットワーク会議　　　　　
◆クリスタルホール
介護支援専門員施設職員版研修
（Ａコース）◆神戸ファッションマート
第２回福祉の就職総合フェアｉｎ　
ＨＹＯＧＯ◆神戸国際展示場２号館
福祉のオシゴトはじめてガイダンス
◆ハローワーク神戸
第６回ひょうご中間支援団体ネット
ワーク意見交換会　　　　　　　
◆ボランタリープラザセミナー室
介護支援専門員施設職員版研修
（Ｂコース）◆県立のじぎく会館
県社協 第２５２回理事会　　　　
◆県福祉センター
県社協 第１９３回評議員会　　　
◆県福祉センター

行事予定
2月

研修・イベント

兵庫県社会福祉研修所ホームページがリニューアル！
２月１日より、研修所のホームページがリニューアル
します。アドレスは次の通り変更となります。

兵庫県社会福祉研修所

●研修情報にアクセスしやすいよう検索機能を追加 ※
●ホームページから研修申し込みも可能に ※
●スマートフォンやタブレットにも対応
　※介護支援専門員関連の研修は除く

1日

5日

9日

14日・15日

19日

20日・21日

22日

23日
26日

28日

1日

1日・2日

10日

12日

13日

13日・14日

15日

28日

リニューアルポイント

https://hfkensyu.com/

丹波市
柏原八幡宮

2月は「はたちの
献血キャンペーン月間」だよ！

2月は「はたちの
献血キャンペーン月間」だよ！

P2

支え合いの地域づくりに向けて
～住民発の支え合い活動と
　生活支援コーディネーター～

特集

P9

P10

P12

地域福祉ホットニュース
もっと知ろう！障害者差別のないまちづくり

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」広がれ！全県キャンペーン

あなたのまちの社協ナビ

P8 みんなでつくるひょうごの福祉

合言葉は「いっしょに食べよう」
～「夕食」で街がつながる
　“さくらっこ食堂”の取り組み～

太子町社協
みんなが主役の地域づくり
～ふれあいサロンで、つながりづくり～

2
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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